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うえで, 事例のごっこ遊びを分析・検討した. その結果, ①時間や場面を変
化させる, ②役割と行為を変化させる, ③約束事 (ルール) を変化させるとこ
ろにごっこ遊びの魅力があることを示した(注２). ごっこ遊びという憧れの世界










幼児はイメージの共有と非共有を繰り返しつつ, ごっこ遊びを ｢変化させ｣ よ
り楽しくしていこうと相互協力しあっていることが明らかになった(注３). この
ことは, 幼児はごっこ遊びの中で相手のイメージに柔軟に同調できる能力を持っ



















































月日 (後期６回) の休日を除く各週月曜日, 上記時間, 合計回である. 観
察場所は保育室ならびに園庭である.







関係の育ちを以下の (１) ～ (５) のカテゴリーに５分類した.





















() が製氷器のように区切られた容器に砂を入れる. 隣にいた ()
は小さなスコップで砂をすくい, その上にかける. さらに () は ｢か
たー｣ と言って硬くなった砂を掘り起こして集めようとしている.
近くで () はスコップを使い, 一人で容器に砂を入れる.
() はスコップにとった砂を () が被っているカラー帽子の上にか
ける. () も同じように砂を () の帽子にかける. () は ｢目に入
るといけないね｣ と制止した.




() 大型ブロックを組み合わせて, 乗り物に見立て, に向かって
｢おじさーん, 見て～｣ と言う.
() も同じように作って ｢動きまーす, しょうぼうしゃ｣ と言う.
その様子を見て () が ｢今からすごいのつくろ～｣ とブロックで乗り
物を作り始める. すると隣にいた () は () の作るものとつなげて,
大きな乗り物にしようとした.
ていくものであると言える.
(２) 保育者や年長児が仲間をつなぐ (４事例, うち２事例掲載)
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) ｢おりれーへんって言うから, ほら, だから下なん！｣ (２
歳児は下で遊ぶことを指示する)





























() もやってきて, () の様子を見て ｢♪トマトってかわいい名前だ
ね……｣ と歌う.
() がすでにテーブルの上に並べていたごちそうを見て, () ｢みん
なに配ってあげるんや, じょうず, じょうず｣ と認め, () もごちそう
を食べる. () は嬉しそうにしている. 外の砂場では () の兄の (５
歳児) が遊んでいるので, () は手を振って合図する. (５歳児)
は外から ｢()｣ と妹の名前を呼ぶが, () は返事をしない.




() は ｢いやー｣ と言って片づけを進める.
() は自分の前のごちそうを確保し, しばらく食べるふりをする. 食
べ終えて, ナベ (器) に入れてふたをして, 満足したような表情になる.
() ｢これはー, どこ？｣ と () に聞きながら片づけようとする.




は, ５歳女児がその流れを受け入れ, ２・３歳児のイメージに沿って, 自らも
楽しみながら遊びを盛り立てていることである. ごっこ遊びは年齢幅を越えて
一緒に遊ぶことができる. ルールのある遊びの場合は, 過去には地域で低年齢
向きの特別なルールを用意して遊ぶ姿が見られた (注７) というが, 現在はほとん
ど見ることができない. その意味でごっこ遊びは異年齢を結び付ける重要な遊
びである. 同様なことは砂遊びでも言える(注８).
事例４では () と () は同一の場所で, 一人で遊んでいるために, 保
育者が相手になり,“ごちそう並べ”の遊びを楽しいものにしようとしている.
それだけではなく () の兄とも結び付けようとした. また保育者は, おや







る. しかし () はままごとコーナーで寝そべったままでいる.
() ｢ () くん, トイレへ行っといで｣ と少し離れた所から声をかけ
る. () ｢いやー, うちでやった｣




() は立ち上がり ｢ウルトラマン！｣ と言って, トイレめざして走る
が, すぐ () のところへ戻り () ｢○○ちゃん, おらん｣ と言う. ()








どもが表現した世界に入って, 一緒に 『見立て』 て, 『つもり』 になって遊ん







【事例５】５月日 (月) ～, 保育室にて,“おばけ, おばけ”
(	) ｢おばけ, おばけ……｣ と言いながら飛び跳ねると, 近くにいた







() 小さなかばん (バック) の中にままごとのごちそう (木製果物な
ど) をいっぱい詰めて, () に向かって ｢がっこうへ行ってくる｣ と言
い, ブロック制作コーナーのにいる保育士のところへ向かう.
(	) もごちそうをかばんに詰めて () に見せる. 同じように (	)
もごちそうをかばんに詰めて () に見せる.
(	) はままごとコーナーへ移動し, いったんテーブルの上にごちそう










() () () 他一人が園庭中央にある四角型プラスチック滑り台
(高さ幅とも１四方) の遊具の中段に乗る.
() が ｢ザリガニくんな～ (来るな～)｣ と言って地面部分へ降りて
“砂を一握り”つかむ.
() ｢ザリガニ……｣ と言って () たちに砂を見せる.
() は ｢サメおる, 手でつかまえる！｣ と言って地面へ降り, やはり
砂をつかみ, 見せ合う.
() は ｢これさわって～, 痛いやろ｣ と, ザリガニを捕まえたことを
伝えている.
その後, 四人は遊具を離れたが, () は５分ほど後に戻り, 砂を握り










事例７では, ｢ザリガニくんな～ (来るな～)｣ と発した () の言葉と,




を繰り返すことで“同じ (一緒) であること”を体感する点に, 相互模倣的な
関わりのおもしろさの特質があるように思われる(３)｣ としている. “模倣”は
とりわけこの年代の幼児に特徴的な行為であることがわかる.
また, 鈴木裕子 () は ｢模倣する―模倣される｣ 関係について保育者
から集めたエピソード記録を分析して考察を行い,“模倣”は双方の関係性を
強化することを述べている. つまり ｢１. 自他が分かり合う状況が生じ, それ









(４) イメージを共有してつながる (３事例, うち２事例掲載)
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(	) ｢おかえりー｣ と自分で言って (	) がいるテーブルのところへ
帰ってくる.
(	) は人形を園児椅子の上に座らせる. 次に自分がその隣の椅子に座
り, テーブルの上にタオルを広げ, 人形を寝かし, ハンカチをかける.
(	) ｢ここでみとって｣ と人形に向かって話し, ハンカチをたたみ,
その場を離れる.
(	) は空いた椅子の背にハンカチを掛けて, (	) の人形と向かい合
わせるようにして座らせる.
【事例９】月１日, ～, 保育室にて,“戦いごっこ”
(男児４人, 女児２人で) ｢仮面ライダー｣ と言いながら戦いのまねをす
る. (
) が倒れて ｢たすけてー｣ と言っている.
(
) ｢へんしん, ばーん｣ (
) ｢ひゃーん｣ (
) ｢へんしん｣ と言い
ながら, 倒れている (寝ている) (
, 	) に向かってパンチをしたり
蹴るまねをする.


















































() も参加し, ｢あんぱんまん｣ の絵本を見るが, その見方は他児に
読んでやるような姿勢である. 最後のページで ｢おしまい！｣ ｢ありがと
【考察５】
事例で () は () () の絵本読みに触発されて絵本を読み始めたが,
他児に向けて絵本を開くところ, 読んでやろうとする言葉, 最後に ｢おしまい！｣


















ミニーになっている () が転んだ様子を見て, () ｢ミニーちゃん
がこけた！｣
心配して () ｢ミニーちゃん｣ () ｢ミニーた～ん｣ と声をかける.
転んだ () は何事もなかったように立ちあがる.
() () はそれぞれ ｢ミッキー｣ ｢ミッキー｣ と自分のなっている役を言
いながら, トムソーヤの家の周りを回る. 立ち止まって() ｢ふたりミッキー！｣
と言って跳びあがって喜ぶ.
トムソーヤの家へ入って遊んでいた () は一連の様子を見ていた.













本格的なごっこ遊びは, 少なくとも数人の集団で, それぞれが役をとり, 演











２歳児においてはごっこ遊びとしての役割意識, 組織性, 計画性, 使用用具,
演じる行為, イメージの共有などを明確に意識して行っているとは言えないが,
それらの萌芽は観察することができた.














果は ｢ごっこ遊びの援助に関する研究 (１,２,３,５)｣ ～と
して日本保育学会で発表すると共に, 論文集に掲載された.
(２) ｢ごっこ遊びの魅力｣ について事例を検討した. その結果は ｢ごっこ遊
びの援助に関する研究 (	)｣ として日本保育学会で発表すると共に,
論文集に掲載された.
(３) ｢ごっこ遊びにおけるイメージの共有｣ について事例を検討した. その
結果は 『平成年度聖徳大学大学院修士論文』 としてまとめた.
(４) ｢機能遊び｣ は単に体を動かすことや, 視覚的, 聴覚的, 触覚的な刺激
など, 感覚運動器官を使って楽しむ活動である. 乳児期に多く見られる行
動であるが, 乳児期において単に跳んだりはねたり, 肌触りを楽しんだり
する行為もこの遊びに分類される. (鈴木えり子, ｢遊びの特質と分析｣ 上
野恭裕編 『保育内容・保育方法総論』 より)
(５) 森上史朗は探索行動という用語を探索活動と同じ意味で用いて, 以下の
ように説明する. ｢１２歳児の探索行動は, 触れる, 見る, 聞く, なめる,
かぐなどの人間の五感を通して世界を知る方法です. 従ってそれらの発見















｢砂遊びの魅力｣ を７項目に分類した. その一つに ｢年齢を超えて遊ぶこ
と｣ を挙げた.
(９) 平行遊びとは, 自分だけで遊んではいるが, 周りの子どもと同じような





(１) 今井和子 『自我の育ちと探索活動』 ひとなる書房 

 ｐ	
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